










〈緒言〉 

川崎病の血管病変は死に直接つながることもあり冠状動脈病変が最も問題となる。しかし、

病変分布は冠状動脈のみでないことは周知の事実である。この病変の成り立ちについては

外膜側のリンパ流のうっ滞などを引き金として始まるという考え方がかなり強い。だがこ

の考え方の多くは冠状動脈のみの観察からなされたものである。また多数の症例ならびに

標本を作成して組立てられた結果のものとはいえない。そこで、我々は本症の動脈炎の形

態発生を把握することは後遺病変を考える上でも必要なことと考える｡ 


